
｀･ ● 。
●

ｙ

．

戊肉1･＿ と

/ふ
ＮＡ Ｓ卜引

● 言に几ヒニ ‰
山梨大学広報

ヴァイン
Ｖ Ｌ 口

＿

ｅ　 ●

鴎集11卒 業 生 大 村 智 博 士 の ノー ベ ル 賞 受 賞 記 念｢ 学 術 館 創 設!

大村智博士×山中伸弥博士 ノーベル賞受賞者同士の夢の対談が実現!

r・集21地 域 から 、防 災 研 究 の 最 前 線 へ!

～山梨大学の地域防災・マネジメント研究～
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卒業生 大村智博士のノーベル賞受賞記念

｢学術館｣創設!
本学卒業生である大村智特別栄誉博士は､2015

年､ノーベル医学･ 生理学賞を受賞されました｡大村

博士を讃え､そのご功績を末 永く顕彰することを目的

に設立した｢ 山梨大学 大村智記 念基金｣ にお寄せ

いただきました寄附 金を活 用し､2018 年7 月19 日、｢

大村智記 念学術館｣ を創設しました。　　　 碍　l 乙 丿

地域の基幹 的大学として｢地( 知) の拠　　 －。
？

点｣ の役 割を担う本学において､本館 は、　　19

地域のコミュニティの中核的 存在となり､学　　　' ｉ

術･ 文化･ 芸術 の創 造と発信 の拠 点とし

て 本 の新たな歴 史を刻む象徴 的な建i

物となります。　　　　　　　　　　　　　　　　'

ノーベル賞委員会 から贈られた

レプリカメダル

大村博士ゆかりの品々

・ デザイン

本館は､戦国時代の武将･武田信玄

公を祭神とする｢武田神社｣ に向かう武

田通り沿いに設置しました。外観は､本

学の前身､ 江 戸昌平餐の分校として創

設された甲府学問所｢ 徽 典館( きてん

かん)｣ の 八角三 層をモチーフに､ 歴 史

を彷彿させるデザインとしています。

■展示コーナー

１階には､ 大 村博士の業績やノーベ

ル賞受賞 に関する貴重な品々を展示

するとともに､ 本 学の歴史 や学 術･ 文

化的資料､ 研 究成果などを展示してい

ます。

■大村記念ホール

２階には､ 講 演会やシンポジウムの

他､ 来 訪者交流の場として､ 地 域の皆

様をはじめ学生･教 職員･同 窓生にも多

目的 にご活 用いただける｢ 大 村記念

ホール｣ を設置しました。

｢徽典館｣ 二代目校舎の八角三層をモチーフに

研 究者･大 村博士の業 績

１階｢ 展示コーナ丿

建物を解体せず｢曳家方式｣ で移設

するセレモニー(同 年6 月7 日)

山梨大学広報[ヴァイン1

大村智記念学術館北側に｢水晶庫｣を移設!
本学甲府キャンパスには､山梨県韮崎

市出身の鉱物収集家である百瀬康吉氏

より寄贈された水晶･加工品を保存する

ため､1927 年に建設された｢水 晶庫｣が

あります｡学術館開館を機に､本学所蔵

の水晶を一般の方にも広くご鑑賞いただ

けるよう整備するため､水晶庫を｢曳家方

式｣ で､学術館北側へ移設しました。 水晶庫外観

大村智記念学 術館外観

卒業　 本学歴史的資料(徽典館の俯瞰図)
論文(1958 年)

圖

展示｢ 大水晶｣
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階「大村記念ホール」

大 村 智 記 念 学 術 館

完 成 披 露 記 念 式 典

－　　 一 一

御来 賓:(左から)宮川 典子文 部科学 大臣政務 官･衆議院議 員(代理)､ 樋口 雄一甲府市　 完 成披露記念式 典

長､ 横内正 明都留 文科 大学理 事長､ 山 中伸弥 京都 大学iPS 細胞研 究所長､ 大村智本

学 特別栄誉博士､ 島田員路本学 学長､ 後藤斎山 梨県知事､ 天野一 本学全学同窓 会長、　　｢大村智記念学術館｣

関 光良 株式会社山 梨中央銀 行代表取締役 頭取､ 早川正幸本学 理事･副学長　　　　　　 詳細はこちら

(※肩書は当時)

水晶庫内覧



大 村 智 博 士 × 山 中 伸 弥 博 士

｢本音で語る、ノーベル賞への道。｣

学術館を創設した当日､お2 人による特別対談を行い､ 研究者の道へ

進んだ経緯や研究の面白さ｡ノーベル賞研究のきっかけなどを語っ

ていただきました(進行役:島田員路学長)。

スポーツから学んだ｢百折不僥｣の精神!

【大 村】高校 時代 からスポーツに熱 中し､山 梨大ではスキーに没

頭｡ 特 に長 距離 の｢ クロスカントリー｣ は 耐久 力が求められ､ 高 い

レベルに進 むには､教 わったものではなく､自 分独自の方法 を見つ

ける必要が有ります｡ 研 究の道も全く一緒｡ 何 があってもくじけない｢

百 折 不僥｣ ですね。

【山 中】私 は柔 道とラグビー｡ 以 前､ 競 争 率の高い大きな研究 費

の公募が有り､その面 接 審査で｢ 強 み｣ を聞かれて丿 柔道とラグ

ビーです! 体 力と根性はあります!｣ と答え､笑 われて…｡ でもそれが

良 かったそうで､ 何 とか採 択されました｡ また､ 学 生時 代からケガや

スポーツ障害 で苦しんだ経験 もあり､整 形 外科を目指 すきっかけ

になりましたO

研 究 者 の 道 へ 進 んだきっか けは?

【大 村】山 梨大 卒業 後､ 都 立定 時制 高教 諭に｡そこで中小 企業

の工場で働きながら通う生 徒 が､ 油 まみれの手で試 験の答案 を

書くのを見て､ 大 きなショックを受 けました汀 もう一 度 勉 強し直そ

う!]とOまず大 学の聴講 生になり､大 学 院修 士･ 博 士 号を取 得し、

海 外へ｡ この間､ 山 梨 大で助 手も務めました｡ 全 て素 晴らしい先

生や友人 のご縁 があってこそです。

【山中 】研 修医 時 代､ あまり器用ではなく､手 術も上 手ではありま

せんでした｡そこで｢ 臨 床 医よりも､今 の医 学では難しい治 療法 や

薬 などを開 発したい｣ と思うようになりました｡ 元 々､ 予 想と正 反 対

のことが起こると､困 惑ではなく｢面 白い!｣と好 奇心を掻き立てられ

るタイプで､ まさに研究者の道が自分に向いていました。

ノー ベ ル 賞 へ の道 は、人 の縁 と偶 然 から始 まった!

【大村】留学先から北里研究所へ戻る際､研究資金確保のた

め､新薬の共同研究を交渉材料にパートナー企業を探していた

ところ､海外での恩師の尽力により､メルク社と新たな国際共同研

究を始めることができました｡早速研究室を立ち上げ､動物薬の

研究を始め､全国の土壌サンプルの採取･分析を繰り返し､新規

な放線菌とそれが生産する｢エバーメクチン｣を発見しました。

【山中】米国留学先の研究で､ある遺伝子が動脈硬化を防ぐと

いう仮説が､実際は発癌遺伝子だという予想外の結果が汀 な

当日は､会場の｢ 大村記念ホール｣ の他､ キャンパスの各中 継拠点含め約720 名が

対談に聞き入り､会場は笑いと感動に包まれました。

ぜ こうな るの か?｣ と思 い､ その 研 究 過 程 で､ 癌 を抑 制 す るの に 大

切 だ と思 っ た の がES 細 胞 の 万 能 性 だ と分 かり､ そして で きた の がiPS

細 胞 でし た 。

研 究 者 とし て 、大 切 に し て い るこ と は

【大 村】｢人 の真似 はしない｣ ということにはこだわりましたO また研

究 室 の学 生も､ 私 のコピーは一 切つくらず､ 私 とは違う分 野の

専 門 家を育 てました｡ 組 織を率いるリーダ ーは､ 自 分の 専門 分

野も大事 だが､ 全 体 を見 渡して､ 彼らが各々の特 色を活かして

仕 事 ができる環 境をつくるのが役目です｡ まさに｢ 君 子 は器なら

ず｣ で す。

【山 中】奈良 先端 大時 代､ 植 物やゲノムなど全く違う分野の研究

者 に[ 万 能 細胞を作りたいがなかなか難しい] と相 談したら丿 植

物 は万 能細 胞 だらけですよ｡挿し本をすれば､ そこに万 能細 胞み

たいなのができて､ 葉っぱもできる｣と言われ､ 目 からウロコO 自分で

勝 手に限界を決めず､ 異 分 野の大と身近に接 することがいかに大

切 か実 感しました。

※対談後､学生からの質問にも丁寧に応じ､若者へのメッセー

ジを頂きました。

【大村】平坦な道より､険しい道を!信用できる友達を作ろう。

【山中】大いに学び､挑戦し､人の教えを謙虚に受け止めようO

｢対談録･映像｣はこちら

山梨大学広報｛ヴァイン｝03
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地域から、防災研究の最前線へ!
～山梨大学の地域防災・マネジメント研究～

地震や津波等により甚大な被害を及ぼした東日本大震災(20H

年)｡ 以降､御岳山噴火(20H 年)､ 熊本地震(2016

年)､ 九州北部豪雨(2017 年) に加え､2018年は､大阪府北部

地震･西日本豪雨･北海道胆振東部地震に相次いで見舞わ

れるなど､日本列島は､様々な災害と密接に関わっています。

山梨大学の｢防災研究｣とは?
｢ 防 災｣ は､ 単 に災 害から身を守ることを考えるだけではありませ

ん｡道 路等 のインフラの維 持管 理に関する研究 や､ 都 市 環境を含

む地 域マネジメント研 究など､実 に幅広く奥の深い研究 分野 があり

ます。

山梨 大学では､ 地 域 防 災並びに地域マネジメントの分野で､ 研

究を通して地域 に貢 献 する地域に根差した研 究組 織として丿 地

域 防災･マネジメント研 究センター｣ を2011 年5 月に創設しましたO　

山梨 県でも東 海･ 東 南 海･ 南 海 地 震連動 型の超 巨 大地 震の

発生 が逼迫している現状を鑑 み､ 地 域防 災の拠点として活 動し､ま

た地域マネジメントの拠点としても重要な役割を果たしていますO

災害 はどのようなメカニズムで引き起こされるのか? その災害

に対して地 域で暮らす人々への被害 を最小 限に食い止めるに

はどうすればいいのか? 未然に災害を防ぐための地域での活動

やまちづくりのあり方とは? 様々な観点 から災害を｢ 科学｣ し､ある

べき防 災を考えていかなければなりません。

土砂災害危険度一覧
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西桂町の豪雨の際の警戒避難判断の支援にセンターが提供しているウェブサイト

自治体・研究所・地域と強力に連携する｢地域防災・マネジメント研究センター｣

センターの運営 は､ 本 学を主軸 に､山 梨県庁 や国 土交 通 省の

事 務所 など､強 力な連 携 体制で行 われており､最 新情 報の収 集

や最前線 の研 究に取り組んでいますO

また､ 地 域 の研 究･ 教 育拠 点として､地 域 の自治 会など一 般 の

皆 様のご要望 にも真 摯に応え､広 くご活 用していただけるセンター

として機能しています。

地 域防 災･ マネジメント碍究 センター

し Ｊ Ｊ 二1 哩_ 」

｜　 センタ 長　 ｜

｜　 副センタ 長　｜

二 一一 一 一 一一 一　　運営 委・ 会　　　　　　　　　　　　　　 ］

地 域 に 根 ざ し た 防 災 研 究 拠 点!

山梨大学広報[ヴァイン]

山 梨県･ 市町 村 にお ける公 助､ 自 主 防災 組 織の共 助 の向 上!

(写 真は､県 内関 係機 関を連携させた実証実験)

※山 梨 大 学 地 域 防 災･ マネジ メント研 究センタ ーHP　　　

http:// ｗ ｗｗ.ｃｃｎ.yａｍａｎａshi.ａｃ.Jp/ ゛desirｅ/
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学 術 研 究 の 成 果 を
、
地 域 へ

、
学 校 現 場 へ!　

｀i　

広 範 な 活 動 で 地 域 社 会 に 貢 献!

～ 地域防災・マネジメント研究センターの主な研究活動・連携事業～

甲 斐 の国･ 防 災 シーダ ー養 成 講 座

地域における防災啓発活動や住民主体

の防災対策を積極的に推進できる人材を養

成し､地域全体の防災力を強化します(山梨

県及び市町村との連携事業)。

画 像 解 析 技 術 を用 い た

道 路 点 検 の 効 率 化

カメラを搭 載した道路点検 車で路面の計

測を行い､ 撮 影した画像を解析 することで傷

んだ路面を自動的に判別するシステムを開

発しています。

メディアも大 注目!

本学教員 による､ 様 々な災害

に関する新聞･ＴＶ上での解説･コ

メントが 多く取り上 げられるな

ど､ 研 究成果はマスメディアを通

じて多＜の読者･ 視 聴者に広がっ

ています。

防 災 教 育 へ の 取 組

｢ 実践的防災教育推進事業｣｢ 学 校安全

教室推進事業( 防 災教室講習会)｣ などを通

じて､ 各学校における防災教育の展開を促し

ています。

教員を対象とした図上訓練

人 工 衛 星と人 工 知 能 を用 いた

地 震 被 害 の即 時 分析

被害の場所や状況など､大地震の際に人

命救助に必要な情報を､人工衛星からの撮

影画像や人工知能技術を用いて把握する

技術開発を行っています。

壁ｂ

戸 ‘1 ●1

人工衛星による被災地の撮影

× 九 千

画像分析を行う

人工知能モデル

1 叩 叩

い

岫 ケ

人工; 能による分

こ

果

山 梨 の災 害 履 歴 をまとめた

｢ 山梨 と災 害｣ を発 刊

地震､水害､土砂災害。各分野の専門家

が山梨県の災害史からその仕組み､予測さ

れる被 害と対 処

法､ より実践 的な

訓練のための指標

を解説しています。

河 川 流 域 氾 濫 シ ミュ1／－夕

河川が破堤した後の予測 氾濫流と避難

所を､予 め計算して抽出･表示するシステム。

県や市町村における災害時の避難勧告･指

示の発令に活用できます。

釜無川流域氾濫シュミレｰ タ

こ ｰ - り t - る

山梨県 北西部の釜無川

最 新 の 「 防 災 研 究 」を 学 び 、

持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 に 意 欲 的 に 貢 献 で き る 技 術 者 を 育 成!

～山 梨大 学工 学 部土木 環 境工学 科 のカリキュラム～

学生たちは､自然災害の軽減を目指すエンジニアや､データサイエンスによる危機管理のエキス

パートなど､日本の社会基盤を支える各業界へ羽ばたきます｡その責任と誇りは､最前線の研究成果･

実績に基づく､本学教員の熱心できめ細やかな指導により培われます｡充実した研究施設や大学が

持つ社会ネットワークをフルに活用し丿 防災研究」を学んでみませんか?

カリキュラム

- ●
TTTT で
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読 書 や 工 作 が 好 きな 子 でし た

小 さな頃 はあまり活 発ではなかったよう

に思 います｡4 歳 のとき初 めて買ってもらっ

た｢ 七 ひきの子ヤギ｣ がおもしろくて､ そこか

ら本を読 むことが好きになりました｡ また､ 剣

道 に励 む傍ら､ 些 細 なきっかけで工 作 教

室 に通うようになり､モ ノづくりの楽しさも知り

ましたO その教 室で は､ 弓 を作りそれを動力

にした機 関車 を作 るなど､竹 の特 性を生 か

した工 作を教 えていました｡ まだ小 学 校の

低 学 年 でしたが､ ものを動 かすことの考 え

方 や､ﾉﾐ を はじめとする道 具 の 使 い方 な

ど､いろいろなことを学 びました。

一 方で､ 成 長 するにつ れ活 発になり､小

学 校 高 学 年の 頃には､ 毎 日学 校 が終 わる

と暗くなるまで友 達 と外で遊 んでいるように

なっていましたO 勉 強 は…､ あ まりした覚え

がありませんねO

成 長 とともに､ 興 味 の 対 象 は、

写 真 とコンピュ ータ へ

中 学 生 になって間もなくカメラとパソコン

に夢 中になりましたO

カメラ片手 に､きれいな写 真を撮 るにはど

うしたらいいかと考 えて構図 や 光の加 減 を

工 夫したり､夏 休 みに飛 行 機 の写 真 が撮

りたくなって､ 当 時 住んでいた埼玉 県 の川

口 市 から東 京 の 福 生 にある横 田 基 地 ま

で､ 自 転 車を走らせ たこともありました。

一 方､ コンピュータとの出 会 いは､ 友 人

がある日突 然 パソコンを買ってもらったこと

でした丿 なんだこれは!｣と盛り上 がり､本 や

雑 誌 を買って勉 強するようになりました｡ 今

と違 い､ＢＡＳＴＣというコンピュータ言 語でし

.‥
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たし､ プログラミングも全 部 英 語 でしたが、

辞 書を引 き引きなんとか理 解をして､ 簡 単

なプログラムを組んでゲームを作ってみた

り､絵 を描 いたりして遊んでいましたO

高 校 進 学 後も写 真 部 に入り写 真 を続

けるとともに､プ ログラミングも続 けました｡ あ

れをやってみたい､ これもやってみたいと広

がる知 的 欲 求 を満 たすために､ 本 や雑 誌

を読 み､ や ってみる｡勉 強 というより､それが

遊 びだったんですね｡ 当 時 郵 便 局でアル

バイトをしていたのですが､ その収 入も､カメ

ラとパソコンに全部つぎ込 んでしまいましたO　

さて､2 年 生 の後 半 になり､卒 業 後 の進

路 を考える段になって迷ったのは､ 写 真 に

するか､コンピュータに進 むかでした｡ ただ、

写 真家 になるには特 別なセンスが必 要で、

それは自分 にはないO ならば 諦めて趣 味 に

しようO一 方 で､ コンピュータはこれからのも

のO そこには大いなる可 能性 がある｡ならば

コンピュータを学びに行こうと｡それで､ 自 宅

から一 番 近 い埼 玉 大 学の工 学 部電 子 工

学 科 へ進 みました。

｢学 び た い｣ を 学 ぶ た めに 、

[や って み たい] を や るため に、

辛 か っ だけど楽 しかっ た 大 学 時 代

さて､ プ ログラミングを本 格 的 に学 べる

と､ わくわくしながら入 学した大 学 でした

が､ 最 初 のプログラミングの 授 業 の内 容

は基 礎の 基 礎｡ 今 でこそ､ 身 近 に存 在す

るコンピュータですが､ 当 時 はコンピュータ

の ない家 庭 がほとんど｡ 授 業で 初 めて触

れるという学 生も少なくなかったので当 然

なので すが､ 私 にとっては中 学 生 の 頃 に

やったことば かりで､ 課 題もすぐに終 わって

しまう｡つ まらないなあと思 い始 めた矢 先 、

学 内 の掲 示 板で 見 た張り紙 が､ 大 きな転

機となりました。

当時 は､ ワークステーションという少し上

秦

●
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のレベルのコンピュータや､｢ Ｃ｣ というプロ

グラミング言 語 が､ 日本 に入ってきた頃｡ 今

ではそこら中で使 われている｢ Ｃ｣ で すが、

パソコン雑 誌 で読 んで知 っているものの、

高価 すぎて実 際 に使 える機 会 はないという

時 代｡ 何 とかして学 べないかと思ってい た

私 の目に飛 び 込んできたのが､｢ み んなで

Ｃを学 ぼう｣ という個 人 ゼミのお知らせでし

た汀 これだ!｣ と飛 び込 み､ それが今 に続く

恩 師長 谷川 孝 明 先 生との出 会いになりま

した。

当 時 私 は2 年 生 でしたが､これを機 に長

谷 川 先 生 の研 究室 に出入りさせてもらうよ

うになり､気 が付けば博 士 課 程 の修 了まで8

年 間､ 先 生 のもとで学 ばせていただきまし

た｡ といっても､私 自身 は､ 必 ずしも通 信 に

興 味 があったわけではなく､当 時 は第二 次

人 工 知 能ブ ームだったこともあり､本 当 は

そちらに興 味 があったのですが… 。

ところで､ 今 の通 信 システムは､ す べてを

イチ かゼロかのデ ータに変 換していて､ 身

近 な例 を挙 げ ると､ 携 帯 電 話 で の 会 話

も､人 間 の声 を｢ イチ､ ゼロ｣ の データに変

換 し､ 送 信 して､ 再 生 するという過 程 を経

て成 立しています｡ そしてそこで は､ 同 じこと

をいかにコンパクトなデ ータにするか が重

要 なのです が､ 一 方 で､ 削りすぎてしまうと

再 生 不 能 になってしまうという課 題 もありま

すO 私 が学 生 時 代 に長 谷 川 先 生 のもとで

修 めたのは､ まさにこの分 野｡ 音 声デ ータ

をイチ ゼロのデ ータに変 換 する際､ 情 報 を

できるだけ圧 縮するとともに､ 万 が一 誤りが

起こっても再 生 が 可 能 になるシステムを、

人 工 知 能 的 な技 術 を使 って作 製 すると

いう研 究 でした。

学 び た い ことを学 べ る 大 学 で 、

よく学 び 、よく遊 んで ほしい 。

現 在 は､ 光 ファイバーを使った通 信シス

テムとか､ それに向 けた信号 処 理 の研 究 を

しています｡ 具 体 例を挙 げると､光 の 回 路

を設 計し､ その特 性 を図り､システムに組 み

込 んで使えるかどうかを調 べるということをし

たり､送 信 側から受 信 側 までの伝送 のシス

テムを考え､こうやるともっと効 率 的ではない

かと提 案して評 価したりということになりま

す｡ また､ 医 学 部 の先 生 と共 同 で､ 胎 児の

心 拍の抽 出の研 究も進 めています。

授 業としては汀 通 信｣ と｢ デ ータサイエ

ンス｣､ さらには｢ エ ンジニアリングデザイン｣

すなわちモノづくりの基 本 となるような授 業

を担 当していますO

さらに､ 大 学 教 育センターのセンター長

として､ 大 学 の教 育を変 えていこうという仕

事にも取り組 んでいます｡ その一 つとして進

めているのが､ 事 前 に動 画 で講 義 を済ま

せ､ 授 業で は問 題 を解 いたり質 問したりし

て理 解を深 める［ 反転 授 業 ］で すO 工 学

部と医 学 部 を中心 に積 極 的に取り入 れて

いますので､ 本 学 に入 学した学 生 には､ ぜ

ひ体 験して学 びを深めてほしいですねO

㎜illa 二㎜
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宿
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【略歴】

1967 年 千葉県習志野市生まれ

1990 年 埼玉大学工学部電子工学科卒業

1995 年 埼玉大学大学院理工学研究科博士後期課程

修了

同年 山梨大学助手

２００２年　山梨大学助教授

2007 年　山梨大学准教授

2014 年　山梨大学教授(現在)

2015 年　山梨大学大学教育センター長(現在)

2017 年　山梨大学学長補佐(教学･学術研究･IR担当)

(現在)

電子 情報通 信学 会､ＩＥＥＥ(米 国電 気学会)､ ＯＳＡ(米国 光学

会)､ 日本 教育 工学会 各会員。

2018 年､電 子情報 通信学 会教育 優秀賞 受賞。

※主として光ファイバ通 信､光 信号処 理技 術の研 究に従 事す

る傍ら､2012 年より反 転授業を核にしたアクティブ･ラーニン

グの 大学 教育 への導入 に取り組んできた｡‐ 工学 系教 員。

最近 は大 学教育 のあり方 について頭を悩ませています。

山梨大学広報［ヴァイン］07　　ﾌﾟ

＿
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ところで､ 大 学とは､ 自 分 で学 びたいこと

を見つ け､ それを自由 に学 べる場 所｡ 単 位

を取 ることは義 務 で すが､ そのために来 る

場 所 ではありません｡ 学 生 には､ 将 来 世 の

中をこんな風にしていきたいんだ､ というくら

いの気 概 を持ち､そのためにはどんなおもし

ろいことがあるだろうかと､楽しみに米 てほし

いと思っています。

心 を奮 い 立 たせ る座 右 の 銘

｢一 燈 を提 げて暗 夜 を行く｡暗 夜を憂う

ることなかれO 只 一 燈を頼 れ｣

江 戸 後 期 の儒 学 者　 佐 藤 一 斉の 言

葉です｡ 私 は､ 自 分 が信じるものを持ってい

たら､周 囲が必 ずしもそれを受 け入 れてくれ

なくても､それを頼りに､ 正 しいと信 じる道を

進 めという意 味 に捉え､ 人 生 でうまくいかな

いことがあるたびに唱えて､ 自 分を奮 い立

たせています。
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生命環境学部地域食物科学科 山下裕之研究室

山下裕之准教授

新しいブドウの品種＆栽培法を開発中!

～日本のブドウ農家や消費者のために～
私たちの研究室は､｢ 生命環境学部附属農場｣ にあります。場所は甲府キャンパスか

ら南へ直進10km の甲府市小曲町(中央自動車道･甲府南IC 付近)。周辺は田畑に囲

まれ､八ヶ岳や南アルプスの山々も綺麗に見える､のどかで風光明媚なロケーションで

す。数年後には新山梨環状道路が整備され､２０２７年に開業予定のリニア中央新幹

線･新駅予定地からも近く､アクセス抜群の立地です。

この日は､ 枝のせん定作 業｡ 寒い時 期 の地道な作

業 が､ 暖かい 春以 降のブドウの成長に重 要な役割

を果たし､その努力も“実"を結びます。

私たちの研究目的は、ズバリ、｢日本 のブドウ農 家や消 費者 のためになる研 究｣ です。

・ 新しいブドウ品種を開 発!

｢桃 栗3 年､ 柿8 年､ ミカンのマヌケは20 年｣ という言 葉を聞い

た事はありますか? 私 たち人 間はもっと早く､もっと味の良い実を

取ろうと考えます｡そこで挿し本や接ぎ本､ とり本､ 交 配など色々な

工夫をしてきました｡そこから転じて｢ 人 生一 つのことをやり遂げる

のに､ 努 力をした人 は3 年､ しない人 は20 年 かかる｣ という意味

で､ 仏 教の教えとして､ 努 力することの大切さを説いています。

ブドウをはじめとする果 樹は､ 通 常､ 種 を蒔いてから花が咲くま

で､ 長 い年月がかかりますOブドウの場 合は3 ～5 年 ですが､ 最

近､ 他 大 学と共 同で､1 年 で果 実を実らせる方 法を開 発しまし

たOこれには大がかりな施設と高度な技術が必要で､ 誰 にでもで

きるものではありませんが､この技術を活 用して､ 夢 の様なブドウ

を作りたいと考えています。

その一つは､まるでﾄﾏﾄ のように､季 節に関係無くどんどん実っ

ていく｢四 季なり性ブドウ｣ です｡こんなブドウができれば､ 輸 入に

頼ることなく､年 中 食べることができますO 方 法としては､ 四 季なり

性である亜熱 帯性 の野生ブドウ､リュウキュウガネブを育種 素

材として利 用しています｡ その他に､ 種 まで食べられるブドウ

や､ せん定の要らないブドウなどの開発を目標としています。

山梨大学広報[ヴァイン]

■新しいブドウ栽培 法を開発!

日本は生産 年齢 人口が減 少し､特 に農業の担い手 不足は

深刻 です｡その解決 策として｢ 生 産技術 開発｣ が 挙げられます。

研 究室では､ 主 にせん定 技術( 冬 に枝を切ってコンパクトにして

来 年の栽 培につなげる)の 簡易化 や単純 化を目標にしていま

す｡ せん定 は長 年の経験と勘が必 要で初 心 者には非 常に困

難な技術 の1つ であるため､ 簡 易化 は初心者を参入し易くし､熟

練者 にとっても作業のスピードアップや雇用労働を利 用すること

を可 能にして､生 産効 率を高めることが可 能になります。

私たちの研究は1 つ の成果を挙げるのに10 年ぐらいかかる息

の長 い研究で､ そのためには学年を超えたチ ームワークが必要

だと考えています｡ 研 究 室の学生 たちは丿 日本のブドウ産業を

発展させる｣という大きな目的を果たすための重要なメンバーだ

と認識しています｡ 短 い期間ですが､｢ 日本のブドウ農家のため、

消 費者のために貢 献したい!｣という意識を持って､日々の講義･

実 習･ 卒 業論文などに取り組んで欲しいです｡成 果を挙げて､何

人もの卒業 生全員で､祝 杯を挙げる日を夢 見て!

● が果 実

通常は(左)2～3 房　四季なり性(右)
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直感を超えた不思議な世界。

しかしそれが、自然の本当の姿なのです。

｢ 物 理学｣ と聞くと､難しくて退 屈‥･というイメージがあるかもしれません｡確かに中学･ 高 校で学

習する｢ 物 理｣ という科目は､いわゆる｢ 古 典物理｣ と呼 ばれるもので､例えば問 題集にあるような、｢

ある条件 下における玉の落下について､○○を求めよ｣‥･なんて問いがあっても､一体 何になる

の？という気 がしますね。

でも､｢ 玉が地 上へ落下するのは､地 球の周りの時空 間が歪 んでいるせいだ!｣ と言 われたらどう

でしょうか？玉 が落下するだけではなく､重さを持たないはずの光も真っ直ぐ飛べなくなり､地上 へ落

下してしまいます｡地 球や太陽 の周りの時空の歪みはとても緩 やかなので､あの有名な物 理学者･

アインシュタインが提 唱するまでは､｢ 時 空 間が歪んでいるために玉が落ちる｣なんて､誰も考えもしな

かったのです。

工学 部先端 材 料理工学 科で必修科目となっているこの[ 入門物 理H] では､そんな不思 議な相

対性 理論の世界を紹介しています｡高校では教えてくれない｢ 現 代物理 学｣ の原理や考え方を垣

間見ることで､これから大 学で習う様々な物理 学や化学 の授業､ 研究 室での卒 業研 究や大 学院

での研 究を先取りし､俯瞰しよう!という授業なのです。

授業 では､ 現代物 理学 でとても重要な｢ 量子 力学｣ も取り上げ

ています。

例えば､ 幼 児や小学 生がよく遊ぶ｢ 永久磁 石｣ に､なぜあのよう

な力が備 わっているのでしょうか？きっと小学 校の先生 たちは｢ 電

磁石と同じようなものですよ｣と教えてくれるのでしょう｡でも考えて下

さい｡電 磁 石の乾電 池はすぐ減ってしまうのに､永久 磁 石の磁力

は何 年経っても衰えないですよね？減らない乾電 池があれば欲し

いところですが､それは永 久磁石には入っていません。

実 は永久磁 石の磁力は､違う向きに自転 する電子同 士は､同じ

向きに自転 する電 子同 士よりも静電 反発力が強い(!?) という｢量

子 力学 的｣ 原 理が基となっています｡ 最近では､磁 石に反 発する

文 具( シャープペンシルの芯) も容易に手に入りますが､その反発力

もこの量 子力学 的 効果 です｡誰でも知っているはずの磁石は､実は

量子 力学なしには語 れないものなのです。

授 業では､日常で見 逃しがちな､でもよく考えると不思 議な物 理

現象を､数学を交えて紹介していきますO物理 学は数学 によって表

されますので､ 言葉による説明だけではなく､例えば｢ 物 を数えるとき

には､自然 数に足し算と掛け算という演 算子を組み合わせた数 学

を使いますよ｣といった､どのような物 理 現象にどのような数学 が用いられるのかを､丁寧に分かりや

すく解説しながら進めていくのです。

初めて習う数 学は少し難しいかもしれません｡でも数学を用いると､様々な物理現 象が説 明できる

だけでなく､新しい物 理現 象や物 理法 則も予 言できるようになり､不 思議な世 界への扉をまた一つ

開くことができるようになるのです。

山梨大学広報[ヴァイン] 09
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落ち着いた佇まいに、強靭な精神力!

多くの人に信頼される医者を目指します!

a 憾
石川 達人(ＨＨ 身)

医師を志したきっかけは?

初めて山梨に来て、

いかがですか?

友人たちとスノーボード(左)

医学部での勉強は

大変ですか?

父が内科の開業医で､父の働く姿を間近で見るなど､日頃から医療に接することの多い環境

でした。また､私自身が体調を崩して､不整脈になったことがあり､その際に診てもらった医師の

迅速で的確な診療がとてもカッコ良＜て､に んな人になりたいな‥･jと感じていました。

山 梨大学を選んだのは､ 受 験直前に卒業生の大村智博士がノーベル賞を受賞されたという、

タイムリーなニュースに触れたことがきっかけです。大村先生が学んだ大学ってどんなところだ

ろう… と色々と調べていくうちに興味を持ちました。

初めての山梨県での生活､ そして大学。最初は誰も知らない人ばかりで不安でした。でも､ 山

梨大学には全国から個性が豊かな仲間が集まっていて､ 日 々同じ教室で過ごしていくにつれ

部活動やアルバイトは

いかがですか?

第60 回春季関東医歯薬獣医科大学

剣道大会｢男子個人戦弐段の部｣で

第3 位!(前列中央)

受験生に一言!

山梨大学広報[ヴァイン]

I 二

て､徐々に友達も増え､今では楽しいキャンパスライ

フを過ごしています。友人たちとは､県内外へ旅行や

スノーボードによく出掛けています。

山梨･清里で羊たちと

北海道の動物園｢ノースサファリ

サッポロ｣でビルマニシキヘビ!　 北海道のクラーク像｢少年よ､大志を抱け!｣(右奥)

確かに､ 医 学部の勉強では､ 覚 えることがとても多いです｡ 理系なのに､計 算問題よりも､ひ た

すら覚えることの連続ですので､ 日 頃からゴツゴツ勉強しておかないと､ テスト前に苦労します。

しかし､ 将来､ 良 い医者になるためには､ 基 礎知 識は欠かせないことです。学年が上がるにつ

れ､ 学習内容も臨床に関することが増え､ 医 学を学んでいる実感が持てて､ 学んでいてとても興

味深いことばかりです。

特に実習はどれも印象的でした。救急車実習では､ 実 際に出動する救急車に乗り､ とても臨

場感がある実習で､ 現 場の雰囲気など実感できました。

小学生の頃から剣道を続けており､ 大 学でも部活動に熱中

しています。武 道を通じて､ 忍耐力や精神力を鍛え､ 日 々稽古

に励んでいます。また､とても信頼できて頼りになれる先 輩方

から､ 勉 強からプライベートまであらゆる相談に対して､ 色々と

アドバイスをもらっています。楽しい後輩たちにも恵まれて､ 充

実しています。

アルバイトでは､ 塾 講師､ 家 庭教師､ 飲 食店､ 短 期アルバイト

など幅広くやっています。医師になる前に､学 生のうちに､ 様々

な社会での経験を積むことも大事だと思います。

受験が近づくにつ れて｢ 合格できるかな‥･｣と不安に思うと思います。私もそうでした。しか

し､ 積 み重ねた努力は決して裏切りません｡ 自 分を信じて努力を貫き通してください｡ そ の先に

はきっと楽しい大学生活が待っているはずです。心から応援しています!



研 究活動や サークル、

プライベートにと

輝く山梨大 生を

紹介しま す。

憧れの夢を山梨大学で実現!

大好きな子どもたちに全力で向き合える教師を目指します!

教育学部生活社会教育コース4年
山 本 春 花(匹 白 身)

なぜ、教師を目指そうと

思いましたか?

山梨大学に

入学した理由は?

勉強やゼミ活動は

いかがですか?

教育実習で子どもからもらったもの

地理ゼミ臨地研究2017 ｊn長崎港(前列右端)

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サークルや趣味は何ですか?

町 茫 こ比卜よて
‥‥‥ 、

将来 、ど んな先 生 に

なりたいで すか?

受験生に一言!

歳の離れた弟とよく遊んだり、勉強を教えていました。｢分からない｣ことが｢分かった｣時に

見せる弟の笑顔を見るのが好きでした。素直で独特の感性や考え方を持つ｢子ども｣に物事を

教える楽しさを覚え、学校の先生になることを夢見るようになりました。

地元･山梨県で小学校教員になることを目標に､教員養成のための教育カリキュラムなどが

充実している地元の山梨大学を選びました。山梨大学では教育現場に関わることができる支

援が手厚く、｢教育ボランティア｣として、県内各学校で、学習等の指導補助や不登校･障がい児

への支援活動を行ったり､県内の公開授業に参加できるなど、山梨県の教育現場を、直接､自

分の｢眼｣で見て学べます。それらを通して､山梨県の教育に対する取組や子どもの課題につい

て学び､より良い教育のために自分が教師としてできることを考えます。そんなことができる

大学は他にはない!と確信し、入学しました。

私は、小学校･中学校社会科･高校地理歴史･高校公民の免許を取得するカリキュラムを組み

ました。3年次の教育実習では、これまでの学びを実践するとともに、子どもの成長を身近に感

じて、その成長に関われることに教員としての魅力を感じました。

山梨大学は､教員採用試験対策の講座や個別指導がとても充実しています。私は全ての講

座に参加し、同じ目標を持つ仲間と高め合いながら頑張りました。その結果、山梨県教員採用

試験に合格し､今年の4月から晴れて小学校の先生になります!

また、高校で履修した地理が得意だったことから、地理学ゼミ(尾藤章雄教授)に所属しまし

た。見知らぬ地域について学ぶことで自分の世界が広がる楽しさを感じています。ゼミでは、

多様な社会的事象について地理学的観点から調査･研究を行っています。野外調査が多＜､県

外へ調査に行く臨地研究では北海道や長崎県へ行きました。

友達とタイ旅行(右)

特に印象に残っているのは、行動地理学における子どものメ

ンタルマップ( 頭 の中 の地図) に関する調査研究です。子どもは

成長していくに従って、メンタルマップがより複雑化していきま

す。年齢、住んでる環境、時代、子どもの遊び方によって、メンタ

ルマップ の発達の仕方は異なります。この調査研究がとても印

象深く、ここで学んだことは、小学校教員として、授業や子ども

との関わり方に結び付けることができると思っています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダンス部に所属しています。学園祭や地域 のイベントの出演

が主な活動で、仲間と共に楽しく踊っています。また、ボランティ

アとして毎週小 学校に行き、子どもの学習支援を行っています。

また、旅行が好きなので、国内だけでな＜海外にも何度も旅行

に行っています。ディズニーが好きなので、ディズニーランドに

よ< 行きます。
大学祭でダンスステージ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

子どもに寄り沿い、信頼される小学校の先生を目指します。子どもの可能性を広げ、成長

を支えることができるよう、日々、全力で子どもに向き合っていきます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

山梨大学では、楽しく充実したキャンパスライフが送れます。また、多＜の人が先生になる

夢を叶えています。先生になりたい受験生、ぜひ山梨大学へ!

山梨大学広報[ヴァイン] １ １
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あ んtJ °4二 ん ↑J 叶 ‾ ク タL みんな楽し＜生き生きと活動し キヽャンパスライフをいっそう充実させるサ
‾ク
ルを紹介します．

F10 ｗｅr Ａrrａｎｇｅｍｅｎt（l ｕb ○華道部

“花 ”玄 愛 で 、“ﾉら”で 生 け でgo

由 緒 布 乱] 本 の 文 化 玄 、楽 し< 気 軽 にT ⌒ヽ･ittｅ･=(回)ｎsdUくＡr)ＯＯ

こんにちは!山 梨大学華道部です。

｢華道｣ と聞くと､ 着物や茶道と並び､ 格 式あ

る日本の伝統文化の象徴として知られ､｢ 私

なんて‥･｣ と敬遠される方も多いと思いま

す。しかし華 道は､ 老 若男女どな たでも、

日々生活している合間に気軽に楽しめるも

のです。

私たちの活動は､ 週1 回 の午後､ 自 分のス

ケジュールに合わせて参加できます。また部

部活動の様子｡生け花を通じて､日本の隨『 を学びます

員は､ 入 学してから始めた人がほとんどで

す｡しかも､ あ の有名な華道家元｢池 坊丿山梨

県 支部より講師をお招きし､ 本 格的にご指

導いただきます｡ でも大丈夫です!先 生方は

とても優しく､ みんなで和気蕩々と話しなが

ら､丁 寧に教えてもらいます。

通常の活動に加え､ 秋の大学祭では､ 全

国華道展に出展する作品を製作し､ 展示し

ています。また､ 異 文化交流の一環として、

留学生の皆さんと｡言語を超えて､｢花｣で国際交流!

先生が一つひとつ丁寧に教えてくださります

海外からの留学生に生け花を教えるイベン

トも開催しています。

生け花は､ 同じ花材を使用しても､ いつも

同じ作品にはなりません｡ その時の想いや考

えが､ 自 ずと作品に映し出されるからです。

自ら試行錯誤しながら作り上げた作品は、

一生の思い出になります。

華道部では､ 部 員を募集し

ています｡ 体 験･ 見 学､ お気

軽にお声掛け下さい!

全 国 華道 展への出 展作 品

lｎt ｅr ｎａt ｉｏｎａｌ（ ００ ｐｅr ａt ｉｏｎ（l ｕb ○国際協力サークルｃｈａｎｇｅ!!!

食･プリマ･ボランティア。

身近な取組と人々との出逢Ｕが、世界玄変交ぶ!

ＴＷ Ｏ) と いう 活動や 、月　　 ＴＦＴで"食べる"国際協力!

に1 回 、フェアトレ ード商品 をフリ ーマ ー

ケットで委託販売する｢Sh ｕkrａｎプロジェ

クト｣な ど､ ユニークで多彩な活動を､ 皆 で

和気あいあいと展開しています｡ また､ 東

日本 大震災の復 興支援イベントのボラン

山梨大学広報[ヴァイン]

ティアやワークショップに参加し

たり､ 海 外のスタディーツアーに

出かけるメンバーもいます。

何よりも､ ＮＧＯ 職員､ 青 年海

外 協力 隊員 ＯＢＯＧ、フェアト

レードショップ の方など､ 国 際協

力 に取り組む皆さんとの出逢い

を通して､ 海 外でのボランティア

活動や途上国との取引などから

見える､ 世 界 の現状や現地の方

の暮 らしを 学 ぶ 貴重 な 機会 と

なっています。

１度きり の大 学時代､ 広 い視

野と新しい経験や価値観を得ま

食堂テーブルにも手書きのメッセージ

一 一

篤　

IＪ

」ｇ
　ぷ

・

１
　

一

ｊ

・
ﾌリーマーケットで世界のフェアトレード商品を販売!

せ ん か? 人 と 交 流 す る の が 大 好 き な 方 も 、

興 味 は あ る け ど 一 歩 を 踏 み 出 せ な い 方 も 、

ま ず は お 気 軽 に ご 連 絡 下 さ い!

T ｗitt ｅr : YicCha ｎg ｅ

山梨の秘境での夏のサバイバル合宿!



甲府キャンパス[華道部/国際協力サークルＣｈａｎｇｅ] 医学部キャンパス[医学部女子バスケットボール部/医学部女子バレー部]

是非一度､｢ 女バス｣に遊びに来て下さい

T ｗittｅr:＠jobas ＿yａｍａｎａshi

練習の様子

他大学との試合

13

W ｏｍｅｎ's Basketball (l ｕb Medi(alcampus ○医学部女子バスケットボール部

と七口助け合Ｕ、汗玄流す。

バスケで紡ぐ、仲間玄思Ｕやぶ絆!

こんにちは!医 学部女子バスケットボール

部｢女バス｣で す!

私 たちはプレイヤー10 名･マネージャー３

名で活動しています｡ 週3 回 の放課後､ 体 育

館で活動しています｡ 部員で話し合いながら

活動内容を決め､日 々練習に励んでいます。

｢バスケットボール｣と聞くと､たくさん走っ

たり､練習が厳しいイメージなど､ 未経験者に

は厳しい…と思いがちですが､ 大学からバス

ケを始めた部員も多＜､初心者にも優しい部

活です｡県 内外で年5 回ほど出場する大会は、

みんなでバーベキュ

日頃の成果を発揮する場でもあり､何より､ 他

大学との交流も盛んで､とても楽しいです!　

私たちは､学 業との両立を大切にしている

ので､ 勉強や進路など困ったことがあれば助

け合うことをモットーにしています｡ア ルバイ

トをしている部員も多く､自 分のスケジュール

に合わせて部活に参加できます｡ 少人数だか

らこそ､ 部員同士が学年を越えてとても仲が

良く､ 長期休みでは部員全員で旅行やアウト

ドアに出かけるなど､ とてもアットホームな雰

囲気です。

卒業する先輩たちと チームメイトと

W ｏｍｅｎ's V011eyball (lub Medi(alcampus のＥｇ ｆ々バレーｓ

｢明7 ＜･楽し<｣ ガモットー!

チームワークで成長が実感で寺フスポーツです!

部員だちと

こんにちは!医学部女子バレー部です!

現 在､ 部 員は12 名｡ 週3 回､ 医 学部キャン

パスの体育館で練習しています｡ ほとんどが

大学からバレーを始めたメンバーです｡｢ 明る

みんなでレジャー

＜･楽しく｣をモットーに､ 先 輩･後 輩の壁を作

らず､同じチームの仲間として､ 大会に向けて

練習しています｡春季関東医歯薬女子バレー

ボール大会や秋季 関東 大学バレーボール

リーグ戦では､ 全員が試合に出場し､ サーブ

で点を取り､ アタックやスパイクを決めるな

ど､ そ れぞれの持ち味を生かして活躍してい

ます｡またバレー以外にも､メンバーの誕生会

や旅行など､ 交 流が盛んなとても楽しい部活

です。

緊張の中､試合開始!

バレーボールは､ ボ ールをつなぐことで

チームプレーの大切さを学び､ サーブが入れ

ば目に見えて成長を実感できるスポーツで

す｡｢ ボールがちょつと怖いな｣｢バレーのルー

ルが分からないな｣という人でも､メンバーが

優し＜丁寧に教えます｡ プレイヤーでも､ マ

ネージャーでも､ 少しでも興味のある方は､ ぜ

ひご連絡をお待ちしています!

Tｗittｅr:＠ｚyｏshi- ｖolley

声を掛け合って､チームワーク良ぐ

匹

山梨大学広報[ヴァイン]



甲 府市 のカウントダ ウンイベ ントで乾 杯!ポスタ ー

本 学 ワ イ ン 科 学 研 究 セ ン タ ー × 甲 府 市

紆･ 白 の ス パ ー ク リ ン グ ワ イ ン を 共 同 開 発･ 販 売!

本学ワイン科学研究センターでは､甲府市｢ 開府500 年記念事業｣ の一環として、

市と共同で､市内で採取された酵母や栽培されたブドウを使用した｢スパークリングワ

イン｣の開発を行い､2018 年3月に｢白｣､2019 年1月に｢赤｣ をそれぞれ販売しました。

白:｢甲府Ｓｐａrkling(スパークリング)甲州2017]( 醸造:株式会社サドヤ)

赤汗甲府Ｓｐａｒkling(スパークリング)

マスカット･ベーリーＡアリカント2018｣

(醸造:株式会社甲府ワインポート)

このワインで､2018 年12 月31日～2019 年1月1日に

甲府駅北口で開催された開府500 年記 念イベント

に うふ冬の陣～赤備え～前夜祭･カウントダウン｣に

おいて､1月1日午前O時と同時に乾杯が行われ､参加

者は新年の門出を祝いましたo

※お買い求めは各醸造会社ＨＰでご確認下さい。

甲府市役所で完成

報告記者会見

(右2 番目:樋口雄

一市長､中央:共同

開発に携わった柳

田藤寿同センター

教授)

人気アニメ｢ゆるキャン△｣とコラボ!

生命環境学部学生らが県内イベントの

イベント大成 功!

本学生命環境学部地域社会システム学科観光政策科学特別コー

ス･田中敦ゼミ学生8名が､2018年Ｈ月3日に山梨県身延町で開催さ

れた人気アニメ“ゆるキャン△"ｲ ﾍﾞﾝﾄ｢ 本栖高校学園祭 秘密結社ブ

身 延町など地域の 皆さんと会議

ﾗ ンケット音 楽 祭｣ の 企画･ 運 営 に参画しました。

｢ ゆるキャン△｣ は､ 山 梨を舞台 に女 子高 生 たち

がキャンプをしたり口常 生 活を送 る様 子をゆるや か

に描いた人 気 作品 で､ 山 梨 県 や( 公 社) や まなし

観 光 推 進 機 構､ 地 元･ 身 延 町 や同 町 五 条 が丘

地区 を中 心に有志 が連携し､地 域 一 体となってア

ニメを活用したまちおこしが行 われています。

学生 たちは､ 身 延 町での実 行 委 員 会議 で自ら

考えたアイディアを紹 介した他､ 県 庁での 会議 で

地域 活 性化 や経 済波 及効 果 に関する調 査 企画

に加 わるなど､本 学での講 義やゼミ活 動での経 験

を活 かしながら､ 各 方 面 で主 導的な役割 を果 たし

ました。

女 子 中 高 生 か ら 働 ＜ 女 性 ま で 全 カ サ ポ ー リ

山 梨 大 学 が 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 を 目 指 ず

本学男女共同参画推進室では､2018 年10 月より､結婚･出産･育

児等で一度仕事を離れた女性が自立的なキャリア形成を目指すリカ

レント教育｢ 女性のための『ステップアッププログラム』｣をｽﾀｰﾄ させ

ました｡ 高 等教 育 機 関としては全国 初 の取 組となりますO 講 座やイン

ターンシップ等を通じてビジネスに必要なマナーやコミュニケーションを

学 び､ 所 定 の修了 要 件 を満 たせば 履修 及び修了 認 定を行うもの

2019 年2月19 日に､記念すべき第一期生10 名が修了!

14] 山 梨大 字 広 報[ ヴ ァイン]
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本学女性教員と一緒にミニ実験　 工場内で説明を受ける生徒ら

で､2019 年2 月に10 名 の 第一 期修了生が誕生しました。

また､県 内女 子中高 生を対 象とする“リケジョ"育 成プロジェクトも加

速 中です｡2018 年9 月22 日には｢ カ ールスサイエンスｃａｆｅ＠山梨｣ を

開 催し､木 学 女性 教員が研 究紹 介やミニ実験を行い､ 理 系

の進路選択について直接相談に応じました｡2018 年11 月20

日には｢ 企業見学 会･交流会｣ を開催し､運搬機械で世界

的シェアを誇る県内企業｢ 株式会社キトー｣ を訪問した生

徒らは､産業用機械の製造工場で電動クレーンやチェーン

等の製品に実際に触れた後､ 本学卒業生の同 社女性社

員2名と進路選択について懇談しました。

‥ 一 一
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梶山弘志地方創生担当大臣(当即が

本学の“地域志向型教育”を視察･意見交換

地方創 生について

熱く語る梶山 大臣
企業･学生らと意 見交換( 右:梶山 大臣)

2018 年7月9日､梶山弘志内閣府特命担当大臣( 地方創生担

当八当時) が､本学地域未来創造センターを視察しました。

本学では甲府市と連携し､学生に地元企業への理解を深める目

的で､学生と地元企業による様々な協働プロジェクト等を展開して

おり､両者をつなぐ新たな学びのコミュニティである｢未来計画研究

社｣ を同センターが運営しています。

視察では､本学と県内の総合広告代理店及びインターンシップ

参加学生が行った､地域の魅力を発信する協働プロジェクトにつ

いて意見 交換を行い､梶山大臣は｢ 若者の地 元定着のために

は､産官学金がもっと連携し､地域全体で魅力ある街をつくる必要

がある｡山梨大学を始め県内大学での取り組みは大変素晴らし

く､今後とも頑張って欲しい｣ と激励し､今後の事業推進に大きな

期待を寄せました。

『111111▼A゙14;●l●』j【●lごｆ.¶

山 梨 中 央 銀 行 × 山 梨 大 学

金 融 ア プ リ｢ Ｏ ＵｉＺ ＢＵ Ｎ Ｄ ＡＳ(クイズぶ八だす)｣

r ”’ノ　　･･ ４･哨

アプリ

画面

ｑlｖElslTY or ＹＡslA･iAsHI
爛i°NEVVS

＆ＴＯＰＩＣＳ

企 業･ 自 治 体 と 連 携 協 定 を 締 結

地 域 の た め の 研 究 を 推 進 し ま す!

国立大学法人山県大学･ シミ･フタホールデ1 ングス株式会社

研 究 等 連 携 協 定 に 関 す る 調 印 式

a 繋
吸4

2018 年11 月26 日､ 本 学は、

医薬 品 開 発支 援 サービス大

手･ シミックホールディングス株

式 会 社( 東 証1 部) と研 究 等

連携 協定を締結しました。

両 者 は今 後､ 共 同 研 究 を

通じて､ 研 究 施 設 の 相 互 活

用､ 研 究データの共 有､ 人 材

交 流などを､アレルギー疾患 の

研 究 に取り組む医 学 部 免疫

学 講座を中心に進 める予定で

す｡ 具 体 的には､ 山 梨 県が有

病 率 全国1 位 の｢ 花 粉 症｣ に

関する共同 研 究を進 め､ 花 粉

症の発 症メカニズム･増 悪 因

子の解明を進めますO

また､同 年7 月25 日には｡ 山 梨県 昭和町と包括 的連携協 定を締結

し､主 に以 下の事 業を推進します。

Ｏ｢ 昭和町における均衡ある発展に資する土地利用計画｣施 策実現ｻ ﾎﾟｰﾄ　

事業一地域経済分析ツールを用いた土地利用計画立案－

○｢水文学･水質学･微生物学を融合させた治水資源の有効な活用｣施策実現

ｻ ﾎﾟｰﾄ 事業一先端科学による地下の水資源の理解と持続可能な活用－

【7T!1りIＳ
　●i・】X｣｢４Ｓ 」

手 術 支 援 ロ ボ ット｢ ダ ヴ ィ ン チ(g)｣ を

用 い た 内 視 鏡 手 術

泌 尿 器 科 手 術300 件 突 破･ 肺 が ん 手 術 の 開 始

世界でも急速に広まっている内視鏡手術支援ロボットを用いた｢

ダヴィンチ手術｣ 。医学部附属病院では､2013 年3月に手術支援

ロボット｢ダヴィンチSi⑧｣( 写真)を導入し､6月にロボット支援腹腔

鏡下前立腺がん根治術を実施以来､ 泌尿器科のみで手術件数

が300 例を突破しました｡また､2018 年7月には膀胱がん全摘除術、11

月には肺がん悪性腫瘍手術を開始しました(以上､山梨県で第1

例目)O

この手術､開放性手術よりも患者さんの身体への負担が少なく、

術者の手指と同様に自在に曲がる多機能手術用錨子､高解像度

の3D 画像や内視鏡画像の手ぶれを除去する機能などにより､体内

深部での難しい剥離や細かい縫合などの精度の高い手術操作が

可能となっていますO

ダヴィンチ手術は､地域における高度医療への様々なニーズに対

応する選択肢の一つとして､県内医療機関や患者さんに貢献でき

る治療ですO

15

議已
株 式 会 社 山 梨 中 央 銀 行 と本 学 は､ 金 融 アプ リケ ー ション｢ Ｑｕｉｚ

ＢＵＮＤ Ａ Ｓ( クイズ ぶ んだ す)｣ を共 同 開 発 し まし た(2018 年12 月12

日 公 開) 。

2016 年 の 日 本 銀 行 の 金 融 広 報 中 央 委 員 会 に よる アン ケー ト調

査 で､ 山 梨 県 民 の 金 融 知 識 が 全 国 で 最 も低 い 結 果 とな
っ たことを

きっ か け として､ 同 行 と本 学 が 協 力 し､ 県 民 の 金 融 リテラ シ
ー 向 上 を

目 指 し､ 金 融 教 育 支 援 を 目 的 とし た アプ リを開 発 しましたo この ア
プ リ

は､ 山 梨 県 を 舞 台 に､ 各 地 の ゆ るギ ャラと一 緒 に､ 金 融 等 に関 す る4

択 クイズ に 挑 戦 す る形 式 とな って い ますo

な お､ 開 発 に あ たり､ 本 学 工 学 部 研 究 室 に よるシ ステ ム 開 発､ 教

育 学 部 学 生 によるデ ザ イン協 力 等 を通 じて､ プ ロジ
ェ クトに 参 画 して

い ます。

※対 応機 種 は｢ｊＰｈｏｎｅ(iPad)｣ です｡お 持ちの方 は､App St ｏrｅからダウンロ ー

ド( 無料) できますの で､是 非 一度､ クイズにチャレンジして下さい。
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山梨大学･読売新聞社共催｢ 連 続 市 民 講 座 ２０１９｣ 知る喜び ～口ヽと･くらし･けんこう～

山梨大学では､2019年度も読売新聞甲府支　【スケジュール一覧表】
局 と共 催 し汀 知 る喜 び ～ ひと･くらし･け んこう～｣ と　 ＊詳細は右記ホームページをご覧下さい。 http:// ｗ ｗｗ.y ａｍａｎａshi. ａｃ.jｐ/ｓｏｃｉａｌ/378

受講料：無料

会

定

時

場：山梨大学甲府東キャンパスA2 －21 教室　　
第6回

員:330 人

間 ：午後1:３０～３:00 まで（午後1:００開場）　 第7回

【日時･ 場所】

開催日：スケジュール一覧表参照

題 した 全10 回 の連 続 市 民 講 座 を開 催 します。
一

聴 講 は 無 料 で す｡2019 年4 月 ～2020 年3 月 の　
第1 回

第3 土 曜 日( １１月の み 第 ２土 曜 日｡ ８月･ １月 は 休

講)､ 本 学 の 教 員 が 登 壇 し､ 専 門 の 分 野 を 図 解 な　 第2 回

どを 用 い て 分 かりや すく解 説 します｡7 回 以 上 出 席

した 聴 講 者 に は修 了 証 書｢ Ｍａｓtｅｒ of Delight 第3 回

-
ｉｎ Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ｣ を授 与 します。　　　　　　　　　 ＿｡ ＿

�開催日 � 演　題 � 所属 �職名 � 講師名

第1回 �　2019
年4

月20日(土) �｢

文学｣から考える著作権

～法とオリジナリティの問題～ �
教育学部 �准教授 �大木　志門

第2回 �　2019
年5

月18日(土) �

糖尿病を予防する

～海外と日本の研究成果から～ �
医学部 �准教授 �横道　洋司

第3回 �　2019
年6

月15日(土) �

ウイルスとは何 か？

～生命を脅かす目に見えない脅威について知る～ �
医学部 �

学部内

講師 �
山下　篤哉

第4回 �　2019
年7

月20日(土) �

人生100年時代のモノ･コトづくリ

～誰もが豊かな人生を送るために～ �
工学部 �准教授 �岡村　美好

第5回 �　2019
年9

月21日(土) �

甲府盆地形成の謎

～湖伝説から地震空白域まで～ �
教育学部 �教授 �福地　龍郎

第6回 �　2019
年10

月19日(土) �

電力を制御する

～パワー半導体の役割と将来～ �
工学部 �教授 �矢野　浩司

第7回 �　2019
年11

月9日(土) �

牛乳に魅せられて

～牛乳が固まる事例を通じて～ �

生命環境

学部 �
教授 �谷本　守正

第8回 �　2019
年12

月21日(土) �

地域みんなで介護予防

～地域の資源の活用術～ �
医学部 �准教授 �神崎　由紀

第9回 �　2020
年2

月15日(土) �

循環型社会の実現へ向けて

～適正な廃棄物管理とは?～ �
工学部 �教授 �金子　栄廣

第10回 �　2020
年3

月21日(土) �

作 物がどう生きようとしているのかを考える~

見落とされがちな植物としての基本的性質を見直そう~ �

生命環境

学部 �
准教授 �矢野　美紀

-一一一一【お問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　_

〒400'8510 甲 府 市武田４'４'37　　　　　　　　 第9回

山梨大学教務課連続市民講座担当

電話:055-220-8043　FAX:055- ２２０-８７９６　 第1{}回

メー ル:ko ｕkai-ko ｕｚａ＠y ａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp

大村 智博 士･山中 伸弥博 士･島田 莫路学 長の３ショット

今号の表紙　｜

(注) １．授業振替日とは､ 授業回数が不足している曜日について､ 当 該不足 曜日の

授業を振替えて行うもので す。

２．１月１７日( 金) は､ 大学入試センター試験準備 のため休講となります。

ただし､医 学部キャンパスは医 学部授業 時間割による授業を行います。

事　　　 項 � 期　日　等

前期開始 �4月　１日(月)

ガイダンス等 �4月　１日(月)～4月10日(水)

入学式 �4月 ５日(金)

前期授業開始 �4月11日(木)

授業振替日 �5月 ９日(木) 月曜日の振替日

授業振替日 �7月19 日(金)月曜日の振替日

前期授業終了 �8月2 日(金)

夏季休業 �8月　３日(土)～9月23日(月)各学部で定める

秋季卒業式･修了式 �9月26日(木)

前期終了 �9月30日(月)

2019 年度 学年暦( 年間予定表)

大村 智記 念学術 館オープンの日､早速1 階の展 示コーナーを

訪 れた大村博 士は､当時を懐かしそうに振り返りながら､展 示物を

１つずつ丁寧にご説明いただきました｡写真は大村博士の卒業 論

文( 複写)を山 中博士が読んでいる様子。

※スケジュールは2019 年2 月末時点のものです。

2019

VOI.34

March

事　　　項 � 期　日　等

後期開始 �10月 １日(火)

開学記念日 �10月 １日(火)

秋季入学式(大学院) �10月 １日(火)

後期授業開始 �10月 ２日(水)

授業振替日 �10月23 日（水）火曜日の振替日

大学祭(医学部キャンパス)�10月25 日(金)～10 月27 日(日)

大学祭(甲府キャンパス) �11月 １日(金)～11 月3 日(日)

授業振替日 �11月 ６日（木）月曜日の振替日

冬季休業 �12月21 日(土)～ １月 ５日(日)

授業振替日 �１月14 日（火）月曜日の振替日

授業振替日 �１月16 日（木）金曜日の振替日

後期授業終了 �2 月5 日(水)

春季休業 �2 月 ６日(木) ～3 月31 日(火) 各学部で定める

卒業式･修了式 �3 月19 日(木)

後期終了 �3 月31 日(火)

士 の夢 の対 談｡ 両氏 は､ 最 初 から研 究 者 を目

指していたの ではなく｡ある転 機 をきっかけとし

て研 究 の道 へ進 み､ 数 多くの 苫 労 や 挫 折 を

乗り越 え､ノーベル賞 へ辿り着きました。

共 通 点 は｢ チャンスを逃 さない｣ 。大 とのご

縁 を大 切 に､ 少しの｢?｣ をとことん追 求したら、

偶 然 にめく恂 逢 い､ 大 きな発 見につ ながりまし

た｡もう一 つ は｢ 異 分 野 と身近 に接 する｣｡ 人 の

真 似 をせ ず､ 幅 広 い考え方 と持 ち前 の探 究 心

が幸 運 を引き寄 せました。

ぜ ひ､ 本 学 ホー ムペ ージから講 演 録･ 映 像

をご 覧 下 さい｡ きっと皆 さんの生 活 や人 生 にも

役 に立 つヒントが見つ かるはずです。

(広 報 企 画 室)

山梨大学広報 ヴァイン

大 村 智 博 士 一山 中 仲 弥 博

士 という､ノーベル賞 受 賞 者 同
編集後記

発 行 者: 山 梨 大 学 総 務 部 総 務 課 広 報 企 画 室

[本 誌に関するご意見･お問い合わせ先]

山 梨 大 学 総 務 部 総 務 課 広 報 企 画 室

TEL:055-220-8006　FAX:055-220-8799

E-Mail:koho ＠y ａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp

山 梨 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ
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